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可
硯
小
説
巻
十
八

一
右
七
ク
僚
は
.
水
野
内
医
自
筆
に
て
寄
置
候
内
よ
り
潟
之
。
此
外

軍
歌
・
武
功
等
三
十
四
ク
保
有
之
。
然
共
事
貨
に
不
係
事
共
故
に

省
く
。
カ
成
事
共
多
有
之
。

一
、
水
野
内
匠
の
武
功
不
首
尾
と
な
る

閥
原
寧
の
時
飛
州
民
一
挨
起
り
、
金
森
法
印
難
縫
に
及
候
。
共
時
一

授
蹟
宮
野
・
三
宅
と
い
ふ
も
の
大
剛
の
者
也
。
是
を
水
野
内
匠
其
頃
金

繰
家
に
居
て
三
宅
を
打
取
た
り
と
、
横
山
城
州
微
妙
公
御
題
に
遣
し

ぬ
。
共
後
金
森
宗
和
金
津
へ
来
る
時
、
或
人
宗
和
へ
宮
野
三
宅
事
を

問
ふ
。
宗
和
云
。
共
三
宅
と
申
一
授
頭
、
附
の
も
の
と
云
事
は
不
存

候
。
殊
の
外
大
力
に
て
候
を
何
某
と
申
者
打
取
り
、
其
者
今
以

τ出

窓
守
方
に
先
の
者
に
成
て
居
申
候
と
一
式
。
内
匠
手
前
不
首
尾
也
。
宗

和
共
後
此
事
を
聞
て
誕
迷
惑
せ
り
と
云
。

て
潔
香
左
馬
、
石
田
三
成
に
不
首
尾
の
事

開
眼
陣
九
月
十
四
日
家
康
公
御
着
障
と
開

τ、
大
垣
よ
り
島
左
近
五

百
騎
に
て
縞
聞
の
堤
へ
出
張
、
中
村
式
部
大
崎
手
へ
鍛
胞
を
打
懸

る
。
式
部
が
兵
杭
瀬
川
を
超
え
打
て
か
L
る
。
左
近
訟
も
ふ
ま
L

に
敵

を
引
競
て
、
伏
兵
を
起
し
敵
を
追
返
し
、
式
部
家
老
野
一
色
顎
母
を

打
取
り
ぬ
。
額
母
を
ば
浅
香
左
馬
打
取
た
り
と
、
浅
香
民
の
人
々
は
申

を
は
づ
し
て
居
け
れ
ば
、
右
の
手
の
甲
を
き
ら
れ
、
指
落
て
食
指
迄
残

り
た
る
と
い
ふ
。
共
後
隠
岐
犬
坂
に
て
の
高
名
は
味
方
討
た
り
と
、

西
尾
隼
人
出
頭
の
時
に
付
御
聴
に
建
し
ぬ
る
を
、
隠
岐
開
之
大
に
怒

り
‘
何
自
民
本
多
安
房
守
宅
へ
可
被
罷
越
候
。
用
事
有
之
官
隠
岐
方

よ
り
隼
人
へ
紙
を
誼
す
。
依
之
雨
入
安
房
守
宅
へ
来
る
。
隠
岐
件
の

趣
を
申
懸
た
り
。
隼
人
間
て
、
是
は
不
存
寄
事
也
。
何
と
哉
ら
ん
隊
十

る
様
に
候
得
共
、
御
前
に
御
覚
え
可
有
之
御
事
な
れ
ば
4

只
今
村
引
呆

申
事
に
て
は
無
之
侠
と
い
へ
ば
、
安
易
関
之
、
隼
人
申
所
克
也
と
申

に
付
、
隠
岐
も
念
を
止
め
て
蹄
り
ぬ
。
然
れ
共
隠
岐
に
は
不
似
合
事

を
申
た
る
と
の
御
儀
に
て
、
御
改
易
、
能
州
へ
港
島
也
。
右
岡
山
に
て

隠
岐
味
方
討
仕
倹
と
御
嘆
に
建
し
候
者
は
、
前
閉
鎖
馬
奥
力
に
春
回

，
内
匠
と
て
八
百
石
伺
し
、
劉
馬
譜
代
の
者
あ
り
。
此
者
書
附
を
認

τ、

持
悶
玄
春
見
小
姓
の
時
、
封
印
を
以
て
上
る
故
民
共
ま
h

取
次
上
之
。

右
の
内
に
味
方
打
也
と
有
之
官
、
玄
審
脇
悶
如
鍛
へ
語
れ
る
を
、
脇

田
小
平
岡
之
と
い
ふ
。
扱
内
匠
俄
隠
岐
を
議
言
せ
る
意
趣
は
、
共
頃

佐
渡
は
幼
少
、
後
見
の
志
摩
は
若
年
也
。
内
匠
勝
泰
に
な
り
仕
度
ま
L

に
せ
ん
と
す
れ
ば
、
限
肢
も
後
見
し
て
中
々
仕
度
ま
L

を
さ
せ
十
。

依
之
隠
肢
を
取
除
て
己
れ
ほ
し
い
ま
L

せ
ん
篤
の
巧
也
。
第
一
金
銀

可
観
小
説
巻
十
八

三
四
二

候
。
然
共
共
時
分
左
馬
は
治
部
少
輔
方
に
居

τ.
杭
瀬
川
に
て
の
高

名
は
あ
れ
ど
も
、
右
の
頼
母
を
打
取
た
る
も
の
は
別
人
の
曲
、
安
宅

三
郎
左
衛
門
去
。
三
郎
左
衛
門
父
四
郎
右
衛
門
、
共
時
治
部
少
輸
に

居
て
、
島
左
近
聾
に
て
是
も
杭
瀬
川
に
て
働
あ
り
。
潔
香
左
馬
石
田
方

に
居
候
時
J
ニ
成
寵
愛
の
小
姓
、
人
と
喧
嘩
し
相
手
を
切
殺
す
。
然
れ

ば
共
小
姓
可
切
腹
の
所
、
不
便
也
と
て
左
馬
へ
演
け
た
り
。
共
下
心

は
召
漣
て
立
退
け
と
の
心
得
也
。
左
馬
合
賦
せ
守
し
て
日
数
経
る
に

付
、
不
及
是
非
共
小
姓
切
腹
し
ぬ
。
そ
れ
よ
り
三
成
よ
ろ
し
う
不
思
。

右
杭
瀬
川
高
名
の
時
も
、
共
し
る
し
を
治
部
に
み
せ
け
れ
ば
、
治
ぬ

し
・
な
ど
が
そ
れ
ほ
ど
の
事
を
し
て
と
迄
申
た
り
。

一
、
前
田
孝
貞
は
微
妙
公
の
外
孫

佐
久
間
半
右
衛
門
が
姉
を
、
微
妙
公
御
寵
遇
に
て
懐
苧
し
御
女
子
出

生
。
然
共
御
隠
密
に
て
安
見
隠
岐
が
養
女
に
す
。
後
前
回
謝
馬
へ
嫁

妾
し
、
佐
渡
孝
貞
を
生
む
。
然
れ
ば
佐
渡
は
微
妙
公
の
御
外
孫
也
。

一
、
安
見
隠
岐
遠
島
被
仰
付

安
見
隠
岐
大
坂
岡
山
に
て
一
番
鈴
を
し
、
共
後
組
打
也
。
敵
安
見
を
取

て
長
さ
へ
上
へ
衆
蕗
に
、
作
雅
幾
介
と
名
乗
て
、
上
に
来
た
る
敵
は
伴

打
之
。
隠
岐
は
鍛
勉
の
上
手
に
て
、
鋭
焔
を
打
と
て
右
の
小
手
の
甲

や

手
廻
し
の
事
と
聞
え
た
り
。

一
、
春
開
内
匠
兄
弟
の
御
仕
置

微
妙
公
小
松
へ
御
隠
居
の
節
、
小
松
の
居
住
前
悶
志
摩
徳
一
了
家
中
不

残
金
津
へ
引
越
す
。
共
時
小
松
の
屋
敷
竹
木
迄
も
あ
ら
し
た
る
と

て
、
微
妙
公
甚
御
怒
り
、
佐
渡
は
幼
少
に
て
御
構
な
し
。
志
摩
儀
御

前
散
々
不
宜
。
第
一
春
闘
内
匠
共
弟
勘
右
衛
門
別
て
屋
敷
を
あ
ら

す
。
依
之
勘
右
衛
門
は
殺
害
、
内
匠
は
御
遁
放
也
。
内
匠
は
江
芦
ヘ

往
き
ぬ
れ
ど
も
‘
有
付
申
事
な
ら
や
餓
死
す
と
也
。
人
見
千
兵
衛
婆

は
勘
右
衛
門
女
也
。

一
、
篠
原
織
部
、
伴
雅
楽
助
と
不
快
の
事

大
坂
岡
山
花
て
篠
原
織
部
.
狸
々
…
緋
の
初
織
着
た
る
士
と
た
L

き
あ

ふ
内
に
、
織
部
鼻
の
下
を
つ
か
れ
、
右
へ
首
を
突
む
け
ら
れ
け
る
時
、

伴
雅
楽
助
右
の
方
に
居
た
る
か
と
覚
え
た
り
と
い
ふ
。

A
A
を
雅
楽
助

問
て
‘
或
時
有
山
忠
右
衛
門
を
伴
ひ
来
て
.
大
坂
の
哨
し
を
仕
か
け
.

我
等
岡
山
に
て
そ
な
た
の
た
L
き
る
ひ
給
ふ
右
の
方
に
詰
か
け
た

る
、
見
給
ひ
た
る
ら
ん
と
一
式
ふ
。
織
部
は
忠
右
衛
門
を
以
後
々
々
の
控

銀
民
間
遣
い
た
し
た
り
と
心
得
て
、
い
や
そ
な
た
の
乎
前
は
我
等
見

不
申
候
と
答
ふ
。
依
之
織
部
雅
柴
と
中
不
普
‘
後
は
大
形
無
言
也
。
雅

三
四
三




